
USBドッキングステーションでユーザーエクスペリエンスを向上
新しいInstantViewTMテクノロジーで、ディスプレイドライバなしでプラグ
安堵プレイのディスプレイミラーリングを可能に

Silicon Motion
グラフィックディスプレイSoC

大企業のオフィスや会議室、学校や大学の教室など
で、USBドッキングステーションがノートパソコン
やタブレットをディスプレイ、キーボード、マウス
またはポータブルフラッシュドライブなどの標準周
辺機器に接続する便利でシンプルなソリューション
を提案します。
 
企業のIT責任者および管理者は、シングルまたはデ
ュアルディスプレイ出力に加えて企業ネットワーク
への高速イーサネット接続を可能にするドッキング
ステーションをベースにしたフレキシブルな固定イ
ンフラストラクチャを好みます。このインフラスト
ラクチャは、常に移動するコンピューターユーザー
に対応しており、また、大規模なオフィスビルやキ
ャンパス全体でスタッフを定期的に再編成または再
配置を行う企業をサポートします。
 
USBドッキングステーションがあれば、ノートパソコ
ンやタブレットにUSBケーブルを差し込むだけで、従
業員や請負業者が各デスクで作業したり、会議室のデ
ィスプレイでプレゼンテーションしたりすることがで
きます。  この設定は、業務用ITのBYOD (私物端末の業
務利用)の動向にも対応していますので、従業員が自分
のコンピューターで個人および企業の機能の両方を使
用できるようになり、一般ユーザーとIT管理者のどち
らにも人気があります。

汎用性と扱いやすさを兼ね備えたUSB
ドッキングステーションをベースにした業務用ITイン
フラストラクチャは、USBインターフェイスのシンプ
ルさ、高性能、および汎用性ゆえに大変効果的です。

する前にダウンロードしてインストールを待つ必要
があります。

これにより、ドッキングステーションへのUSB接続が
確立されるとすぐにシームレスに利用できるキーボー
ドやマウスなどのドッキングステーションのUSB周辺
機器とは、悪い意味で対照的になってしまいます。

ドライバのインストールも、IT管理者にとってリス
クが高く、望ましくありません。IT管理者は、ディ
スプレイドライバを個別にダウンロードできるよう
に、ユーザーに管理者権限を与える場合があります
が、IT部門がサポートすべきデバイスにインストー
ルされるソフトウェアの種類と数を制御するという
ポリシーを台無しにする危険性があります。

または、IT責任者が一般ユーザーの管理者権限を拒否
する場合、ユーザーはこの種の問題にぶつかるたびに
IT部門にヘルプを要求することになりますし、また、
彼らは接続次第、ディスプレイを使用したいものです
から、ITサポートのコールは常に緊急性が高くなり、
IT部門のワークフローを混乱させる場合があります。

IT部門は、従業員に配布する前に、新しいコンピュー
ターやタブレットにすべてのディスプレイドライバを
プリロードする時間も必要となります。

そのため、ユーザーとIT責任者共にドッキングステ
ーションはプラグアンドプレイで利用したいと望む
のです。

Silicon Motion製の最新型グラフィックプロセッサシ
ステムオンチップ（SoC）でドッキングステーション
の利用がより快適になることをお約束します。当社が
開発し、SM768 SoCに実装した独自技術のおかげで、
ドッキングステーションのユーザーは、ディスプレ
イドライバをインストールする必要なく、コンピュ
ーターの画面を外部ディスプレイにすぐミラーリン
グできます。
 
SM768は、ドッキングステーションに統合されると、
ホストコンピューターのプロセッサは低オーバーヘ
ッドの処理を行い、低レイテンシで動作し、4Kまた
はフルHD出力で1台または2台のディスプレイを利用
できます。

ユーザーフレンドリーなInstantView 技術
Silicon Motion製SM768グラフィックプロセッサSoC
は、単一チップでディスプレイ機能を完備に加え、
ノートパソコンなどのコンテンツソースと、HDMI、
DisplayPort、DVI、VGAインターフェイスを高速で
接続することができます。

当社が提供するUSBディスプレイブリッジソリュー
ションには、ホストコンピューター上で実行される
CAT™（コンテンツアダプティブテクノロジー）ソフ
トウェアが含まれ、ホスト、ドッキングステーショ
ン間のUSBインターフェイスの帯域幅の使用を制限
するために、ビデオ、グラフィックス、およびテキ
ストコンテンツに個別の圧縮アルゴリズムを適用し
ます。ホストのラップトップおよびドッキングステ
ーション間の単一のUSBチャンネルはスクリーンコ
ンテンツだけでなく、イーサネットトラフィックや、
プリンター/スキャナーと通信する情報などのその他
USBデータも伝送しなければならないので、圧縮は
必要なのです。スクリーンコンテンツデータのサイ
ズを低減させることで、同時に転送するその他デー
タタイプに、より多くのヘッドルームが確保できま
す。
 
SM768では、ディスプレイのコンテンツが再コンパ
イルされ、デジタル、アナログ、またはHDMIのうち、
接続されたディスプレイに最も適した形式へ変換さ
れます。
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WHITE PAPER
現在、当社は、任意のディスプレイで表示するため
にディスプレイドライバを必要とせずに、ホストコ
ンテンツをシームレスに設定する新しいInstantView
ソフトウェアアプリケーションを開発しました。
 

InstantViewソフトウェアは、ホストコンピューター
で実行されるアプリケーションです。マウスやキー
ボードなどの周辺機器用のUSBドライバソフトウェ
アと同様に、ドッキングステーションへUSB接続が
行われると、ホストコンピューターで自動的に起動
します。
 
InstantViewアプリをインストールしたコンピュータ
ーがドッキングステーションに接続されるとすぐに、

コンピューター画面にウェルカムメッセージが表示さ
れます（図1参照）。これにより、ユーザーは[接続]ボ
タンをクリックすれば、ドッキングステーションにリ
ンクされた1台または2台のディスプレイにコンピュー
ター画面をすぐにミラーリングできます。「プラグア
ンドプレイ」可能で、遅延がなく、ドライバーのイン
ストールや他のソフトウェア操作が不要なユーザー待
望の機能です。

InstantViewソフトウェアは、インスタントスクリー
ンミラーリングをサポートするだけでなく、「拡張
ディスプレイ」オプションも対応しています。この
拡 張 デ ィ ス プ レ イ オ プ シ ョ ン の 操 作 に は 、
InstantViewソフトウェアによる関連ディスプレイド
ライバのサイレントインストールが含まれます。そ
の後、ユーザーは拡張デュアルディスプレイ機能を
利用できます。

ユーザーがミラーリングまたは拡張表示オプション
を選択するかを問わず、ディスプレイ操作全体は直
感的な操作で使いやすいInstantViewユーザーインタ
ーフェイスでコントロールされています。これによ
り、ITサポートスタッフによる補助の必要がなくな
ります。

完成されたオンチップドッキングステーション
SM768で高性能USBドッキングステーション用の高
性能なシングルチップソリューションを実現します。
通常、3.5mmオーディオジャックに使用する専用オ
ーディオチャネル用の統合I2Sインターフェイスを搭
載しています。SM768は、省スペースのドッキング
ステーション設計対応、19mm×19mmのフットプリ
ントの小さなBGAチップ、最大1GBの外部DRAMに
対 応 し ま す 。 ス ペ ー ス を さ ら に 節 約 す る に は 、
256MBのDDR3 DRAMを搭載したマルチチップモジ
ュールとして指定することもできます。

高性能、低レイテンシ
SM768ソリューションをベースにしたドッキングステ
ーションは、高いグラフィックス性能と低プロセッサ
負荷、低消費電力を兼ね備えています。
 
当社が実装したCAT圧縮技術で、ホストコンピュー
ターのCPUは低オーバーヘッド処理を行い、高い圧
縮率を実現します（図2参照）。過度の「CPU負荷」
は既にご存知のように、ホストコンピューターのパ
フォーマンスに影響を与える可能性があり、ディス
プレイとは関係のないその他の機能の実装に遅延が
生じ、ユーザーは感じ取れる程度のラグを経験する
ことになります。
 

当 社 の C A T シ ス テ ム は 、 W i n d o w s 、 M a c O S 、
ChromeOS、Linuxベースのホストコンピューターと
Androidベースのスマートフォンで作動し、Intelお
よびNvidiaのグラフィックチップセットのハードウ
ェアアクセラレーション機能を利用しています。そ
れに反して、競合USBグラフィックプロセッサは、

ハードウェアアクセラレーションエンジンによる実
行に構成されていません。そのため、圧縮アルゴリ
ズムは、完全にソフトウェアで実行される必要があ
ります。
 
圧縮作業の多くをハードウェアアクセラレータに担
ってもらうことで、Silicon MotionのCATテクノロジ
ーはより高速に動作し、CPUでの負荷を抑えます。こ
れにより、SM768は非常に低いレイテンシを実現し、
ノートパソコンまたはタブレットのディスプレイで
コンテンツを見るのと同じくらい快適に楽しく外部
ディスプレイを利用できます。
 
SM768のCAT機能の効率性、低電力ARM Cortex-R5
コア、小さなグラフィックスおよびディスプレイエ
ンジンの組み合わせで、電力消費を抑えて動作速度
を向上しています。 高速動作により、フルHDフレー
ムに対して20ミリ秒未満の低レイテンシが実現され
ています。このレイテンシは、肉眼では検知できま
せん（図3参照）。

低電力性能の価値
この高速動作は低電力で実現されています。SM768
は、デュアルフルHDまたはシングル4Kディスプレイ
をホストデバイスにUSB 3.0接続でブリッジングする
際、2.0W未満の電力を消費します。この低電力消費
は非常に重要です。まず、ブリッジングシステムが、
外部電源なしで、USB電力から動作できるようにし
ます。
 
第二に、SM768の動作は、ヒートシンクなし実現で
き、OEMは非常にコンパクトな設計で実装できます。

高速実装を可能にするリファレンスデザイン
当社の、SM768ベースのUSBドッキングステーション
用ソリューションは、量産対応のリファレンスデザイ
ンとして入手可能です（図4参照）。最終製品設計の
ベースにこのリファレンスデザインを使用すると、ド
ッキングステーションメーカーは開発時間と市場投入
までの時間を短縮できます。Microsoft Windows、
Apple macOS、およびLinuxの各OSの現行バージョン
と互換性があり、AndroidおよびChromeOS環境用の
拡張機能が含まれています。
 
さらに、新しいInstantViewソフトウェアアプリケー
ションの追加により、SM768リファレンスデザイン
に基づいたドッキングステーションにより、ユーザ
ーはディスプレイドライバをインストールせずにす
ぐに任意のディスプレイに接続でき、ドッキングス
テーションに接続されているすべてのデバイスとプ
ラグアンドプレイが実現されます。

InstantViewアプリケーションで、ドッキングステー
ションのパフォーマンスを飛躍的に向上させ、ユー
ザーはマウス、キーボード、フラッシュドライブな
どのUSB周辺機器と簡単に接続できるようになりま
した。
 
他の形式のUSBドッキングまたはドングルよりも
SM768 SoCを利用する方が新しいドッキングステー
ションの価値が高くなります。

ほとんどのコンピューターにUSBポートが付いています
ユーザーは皆、USBが「プラグアンドプレイ」
タイプの接続であることを理解しています
USBプロトコルは、ノートパソコンなどのすべ
てのUSBホストが、キーボード、マウス、プリ
ンタ、フラッシュドライブなどあらゆるUSBデ
バイスと即座に相互運用できるように精密に設
定されています。この相互運用性により、ユー
ザーは何か特定の操作やダウンロードする必要
がなくなります。USBが機能するのみです。

このUSBドッキングステーションのアーキテクチャ
は、USBケーブルを介して接続するキーボードやマ
ウスなどのUSB周辺機器のユーザーに最適です。
 
しかし、このアーキテクチャには、通常USBインター
フェイスに対応していないコンポーネントが1つあり
ます。それがディスプレイです。また、これにより、
IT責任者がドッキングステーションを配置するする上
で最も厄介で時間のかかる問題が発生します。また、
ユーザーエクスペリエンスが損なわれます。多くの場
合、簡単なプラグアンドプレイ操作ではなく、ディス
プレイへの接続が管理者権限を必要とするコンピュー
ティング機能になります。これは通常、USB経由でデ
ィスプレイを使用する場合、ディスプレイを接続する
前に、ホストデバイスにディスプレイドライバをイン
ストールする必要があるためです。

不便なドライバのインストール
ユーザーがコンピュータにドライバをインストール
できる管理者権限を持っている場合でも、正しいド
ライバソフトウェアを識別し、ディスプレイを使用
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InstantViewソフトウェアによる関連ディスプレイド
ライバのサイレントインストールが含まれます。そ
の後、ユーザーは拡張デュアルディスプレイ機能を
利用できます。

ユーザーがミラーリングまたは拡張表示オプション
を選択するかを問わず、ディスプレイ操作全体は直
感的な操作で使いやすいInstantViewユーザーインタ
ーフェイスでコントロールされています。これによ
り、ITサポートスタッフによる補助の必要がなくな
ります。

完成されたオンチップドッキングステーション
SM768で高性能USBドッキングステーション用の高
性能なシングルチップソリューションを実現します。
通常、3.5mmオーディオジャックに使用する専用オ
ーディオチャネル用の統合I2Sインターフェイスを搭
載しています。SM768は、省スペースのドッキング
ステーション設計対応、19mm×19mmのフットプリ
ントの小さなBGAチップ、最大1GBの外部DRAMに
対 応 し ま す 。 ス ペ ー ス を さ ら に 節 約 す る に は 、
256MBのDDR3 DRAMを搭載したマルチチップモジ
ュールとして指定することもできます。

高性能、低レイテンシ
SM768ソリューションをベースにしたドッキングステ
ーションは、高いグラフィックス性能と低プロセッサ
負荷、低消費電力を兼ね備えています。
 
当社が実装したCAT圧縮技術で、ホストコンピュー
ターのCPUは低オーバーヘッド処理を行い、高い圧
縮率を実現します（図2参照）。過度の「CPU負荷」
は既にご存知のように、ホストコンピューターのパ
フォーマンスに影響を与える可能性があり、ディス
プレイとは関係のないその他の機能の実装に遅延が
生じ、ユーザーは感じ取れる程度のラグを経験する
ことになります。
 

当 社 の C A T シ ス テ ム は 、 W i n d o w s 、 M a c O S 、
ChromeOS、Linuxベースのホストコンピューターと
Androidベースのスマートフォンで作動し、Intelお
よびNvidiaのグラフィックチップセットのハードウ
ェアアクセラレーション機能を利用しています。そ
れに反して、競合USBグラフィックプロセッサは、

ハードウェアアクセラレーションエンジンによる実
行に構成されていません。そのため、圧縮アルゴリ
ズムは、完全にソフトウェアで実行される必要があ
ります。
 
圧縮作業の多くをハードウェアアクセラレータに担
ってもらうことで、Silicon MotionのCATテクノロジ
ーはより高速に動作し、CPUでの負荷を抑えます。こ
れにより、SM768は非常に低いレイテンシを実現し、
ノートパソコンまたはタブレットのディスプレイで
コンテンツを見るのと同じくらい快適に楽しく外部
ディスプレイを利用できます。
 
SM768のCAT機能の効率性、低電力ARM Cortex-R5
コア、小さなグラフィックスおよびディスプレイエ
ンジンの組み合わせで、電力消費を抑えて動作速度
を向上しています。 高速動作により、フルHDフレー
ムに対して20ミリ秒未満の低レイテンシが実現され
ています。このレイテンシは、肉眼では検知できま
せん（図3参照）。

低電力性能の価値
この高速動作は低電力で実現されています。SM768
は、デュアルフルHDまたはシングル4Kディスプレイ
をホストデバイスにUSB 3.0接続でブリッジングする
際、2.0W未満の電力を消費します。この低電力消費
は非常に重要です。まず、ブリッジングシステムが、
外部電源なしで、USB電力から動作できるようにし
ます。
 
第二に、SM768の動作は、ヒートシンクなし実現で
き、OEMは非常にコンパクトな設計で実装できます。

高速実装を可能にするリファレンスデザイン
当社の、SM768ベースのUSBドッキングステーション
用ソリューションは、量産対応のリファレンスデザイ
ンとして入手可能です（図4参照）。最終製品設計の
ベースにこのリファレンスデザインを使用すると、ド
ッキングステーションメーカーは開発時間と市場投入
までの時間を短縮できます。Microsoft Windows、
Apple macOS、およびLinuxの各OSの現行バージョン
と互換性があり、AndroidおよびChromeOS環境用の
拡張機能が含まれています。
 
さらに、新しいInstantViewソフトウェアアプリケー
ションの追加により、SM768リファレンスデザイン
に基づいたドッキングステーションにより、ユーザ
ーはディスプレイドライバをインストールせずにす
ぐに任意のディスプレイに接続でき、ドッキングス
テーションに接続されているすべてのデバイスとプ
ラグアンドプレイが実現されます。

InstantViewアプリケーションで、ドッキングステー
ションのパフォーマンスを飛躍的に向上させ、ユー
ザーはマウス、キーボード、フラッシュドライブな
どのUSB周辺機器と簡単に接続できるようになりま
した。
 
他の形式のUSBドッキングまたはドングルよりも
SM768 SoCを利用する方が新しいドッキングステー
ションの価値が高くなります。
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ユーザーは、USBケーブルをコンピューターま
たはタブレットからドッキングステーションに
接続し、ディスプレイを含む関連周辺機器が即
座に使用できる環境を望みます。
IT責任者は、ドッキングステーションを使用す
ることで発生する作業から解放されたい、つま
り、新しいユーザーのデバイスにディスプレイ
ドライバーをプリロードする必要のない環境を
望んでいます。

このUSBドッキングステーションのアーキテクチャ
は、USBケーブルを介して接続するキーボードやマ
ウスなどのUSB周辺機器のユーザーに最適です。
 
しかし、このアーキテクチャには、通常USBインター
フェイスに対応していないコンポーネントが1つあり
ます。それがディスプレイです。また、これにより、
IT責任者がドッキングステーションを配置するする上
で最も厄介で時間のかかる問題が発生します。また、
ユーザーエクスペリエンスが損なわれます。多くの場
合、簡単なプラグアンドプレイ操作ではなく、ディス
プレイへの接続が管理者権限を必要とするコンピュー
ティング機能になります。これは通常、USB経由でデ
ィスプレイを使用する場合、ディスプレイを接続する
前に、ホストデバイスにディスプレイドライバをイン
ストールする必要があるためです。

不便なドライバのインストール
ユーザーがコンピュータにドライバをインストール
できる管理者権限を持っている場合でも、正しいド
ライバソフトウェアを識別し、ディスプレイを使用



大企業のオフィスや会議室、学校や大学の教室など
で、USBドッキングステーションがノートパソコン
やタブレットをディスプレイ、キーボード、マウス
またはポータブルフラッシュドライブなどの標準周
辺機器に接続する便利でシンプルなソリューション
を提案します。
 
企業のIT責任者および管理者は、シングルまたはデ
ュアルディスプレイ出力に加えて企業ネットワーク
への高速イーサネット接続を可能にするドッキング
ステーションをベースにしたフレキシブルな固定イ
ンフラストラクチャを好みます。このインフラスト
ラクチャは、常に移動するコンピューターユーザー
に対応しており、また、大規模なオフィスビルやキ
ャンパス全体でスタッフを定期的に再編成または再
配置を行う企業をサポートします。
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きます。  この設定は、業務用ITのBYOD (私物端末の業
務利用)の動向にも対応していますので、従業員が自分
のコンピューターで個人および企業の機能の両方を使
用できるようになり、一般ユーザーとIT管理者のどち
らにも人気があります。

汎用性と扱いやすさを兼ね備えたUSB
ドッキングステーションをベースにした業務用ITイン
フラストラクチャは、USBインターフェイスのシンプ
ルさ、高性能、および汎用性ゆえに大変効果的です。

する前にダウンロードしてインストールを待つ必要
があります。
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ドッキングステーションのユーザーは、ディスプレ
イドライバをインストールする必要なく、コンピュ
ーターの画面を外部ディスプレイにすぐミラーリン
グできます。
 
SM768は、ドッキングステーションに統合されると、
ホストコンピューターのプロセッサは低オーバーヘ
ッドの処理を行い、低レイテンシで動作し、4Kまた
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Fig. 1: the InstantView software user interface
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またはポータブルフラッシュドライブなどの標準周
辺機器に接続する便利でシンプルなソリューション
を提案します。
 
企業のIT責任者および管理者は、シングルまたはデ
ュアルディスプレイ出力に加えて企業ネットワーク
への高速イーサネット接続を可能にするドッキング
ステーションをベースにしたフレキシブルな固定イ
ンフラストラクチャを好みます。このインフラスト
ラクチャは、常に移動するコンピューターユーザー
に対応しており、また、大規模なオフィスビルやキ
ャンパス全体でスタッフを定期的に再編成または再
配置を行う企業をサポートします。
 
USBドッキングステーションがあれば、ノートパソコ
ンやタブレットにUSBケーブルを差し込むだけで、従
業員や請負業者が各デスクで作業したり、会議室のデ
ィスプレイでプレゼンテーションしたりすることがで
きます。  この設定は、業務用ITのBYOD (私物端末の業
務利用)の動向にも対応していますので、従業員が自分
のコンピューターで個人および企業の機能の両方を使
用できるようになり、一般ユーザーとIT管理者のどち
らにも人気があります。

汎用性と扱いやすさを兼ね備えたUSB
ドッキングステーションをベースにした業務用ITイン
フラストラクチャは、USBインターフェイスのシンプ
ルさ、高性能、および汎用性ゆえに大変効果的です。

する前にダウンロードしてインストールを待つ必要
があります。

これにより、ドッキングステーションへのUSB接続が
確立されるとすぐにシームレスに利用できるキーボー
ドやマウスなどのドッキングステーションのUSB周辺
機器とは、悪い意味で対照的になってしまいます。

ドライバのインストールも、IT管理者にとってリス
クが高く、望ましくありません。IT管理者は、ディ
スプレイドライバを個別にダウンロードできるよう
に、ユーザーに管理者権限を与える場合があります
が、IT部門がサポートすべきデバイスにインストー
ルされるソフトウェアの種類と数を制御するという
ポリシーを台無しにする危険性があります。

または、IT責任者が一般ユーザーの管理者権限を拒否
する場合、ユーザーはこの種の問題にぶつかるたびに
IT部門にヘルプを要求することになりますし、また、
彼らは接続次第、ディスプレイを使用したいものです
から、ITサポートのコールは常に緊急性が高くなり、
IT部門のワークフローを混乱させる場合があります。

IT部門は、従業員に配布する前に、新しいコンピュー
ターやタブレットにすべてのディスプレイドライバを
プリロードする時間も必要となります。

そのため、ユーザーとIT責任者共にドッキングステ
ーションはプラグアンドプレイで利用したいと望む
のです。

Silicon Motion製の最新型グラフィックプロセッサシ
ステムオンチップ（SoC）でドッキングステーション
の利用がより快適になることをお約束します。当社が
開発し、SM768 SoCに実装した独自技術のおかげで、
ドッキングステーションのユーザーは、ディスプレ
イドライバをインストールする必要なく、コンピュ
ーターの画面を外部ディスプレイにすぐミラーリン
グできます。
 
SM768は、ドッキングステーションに統合されると、
ホストコンピューターのプロセッサは低オーバーヘ
ッドの処理を行い、低レイテンシで動作し、4Kまた
はフルHD出力で1台または2台のディスプレイを利用
できます。

ユーザーフレンドリーなInstantView 技術
Silicon Motion製SM768グラフィックプロセッサSoC
は、単一チップでディスプレイ機能を完備に加え、
ノートパソコンなどのコンテンツソースと、HDMI、
DisplayPort、DVI、VGAインターフェイスを高速で
接続することができます。

当社が提供するUSBディスプレイブリッジソリュー
ションには、ホストコンピューター上で実行される
CAT™（コンテンツアダプティブテクノロジー）ソフ
トウェアが含まれ、ホスト、ドッキングステーショ
ン間のUSBインターフェイスの帯域幅の使用を制限
するために、ビデオ、グラフィックス、およびテキ
ストコンテンツに個別の圧縮アルゴリズムを適用し
ます。ホストのラップトップおよびドッキングステ
ーション間の単一のUSBチャンネルはスクリーンコ
ンテンツだけでなく、イーサネットトラフィックや、
プリンター/スキャナーと通信する情報などのその他
USBデータも伝送しなければならないので、圧縮は
必要なのです。スクリーンコンテンツデータのサイ
ズを低減させることで、同時に転送するその他デー
タタイプに、より多くのヘッドルームが確保できま
す。
 
SM768では、ディスプレイのコンテンツが再コンパ
イルされ、デジタル、アナログ、またはHDMIのうち、
接続されたディスプレイに最も適した形式へ変換さ
れます。
 

現在、当社は、任意のディスプレイで表示するため
にディスプレイドライバを必要とせずに、ホストコ
ンテンツをシームレスに設定する新しいInstantView
ソフトウェアアプリケーションを開発しました。
 

InstantViewソフトウェアは、ホストコンピューター
で実行されるアプリケーションです。マウスやキー
ボードなどの周辺機器用のUSBドライバソフトウェ
アと同様に、ドッキングステーションへUSB接続が
行われると、ホストコンピューターで自動的に起動
します。
 
InstantViewアプリをインストールしたコンピュータ
ーがドッキングステーションに接続されるとすぐに、

コンピューター画面にウェルカムメッセージが表示さ
れます（図1参照）。これにより、ユーザーは[接続]ボ
タンをクリックすれば、ドッキングステーションにリ
ンクされた1台または2台のディスプレイにコンピュー
ター画面をすぐにミラーリングできます。「プラグア
ンドプレイ」可能で、遅延がなく、ドライバーのイン
ストールや他のソフトウェア操作が不要なユーザー待
望の機能です。

InstantViewソフトウェアは、インスタントスクリー
ンミラーリングをサポートするだけでなく、「拡張
ディスプレイ」オプションも対応しています。この
拡 張 デ ィ ス プ レ イ オ プ シ ョ ン の 操 作 に は 、
InstantViewソフトウェアによる関連ディスプレイド
ライバのサイレントインストールが含まれます。そ
の後、ユーザーは拡張デュアルディスプレイ機能を
利用できます。

ユーザーがミラーリングまたは拡張表示オプション
を選択するかを問わず、ディスプレイ操作全体は直
感的な操作で使いやすいInstantViewユーザーインタ
ーフェイスでコントロールされています。これによ
り、ITサポートスタッフによる補助の必要がなくな
ります。

完成されたオンチップドッキングステーション
SM768で高性能USBドッキングステーション用の高
性能なシングルチップソリューションを実現します。
通常、3.5mmオーディオジャックに使用する専用オ
ーディオチャネル用の統合I2Sインターフェイスを搭
載しています。SM768は、省スペースのドッキング
ステーション設計対応、19mm×19mmのフットプリ
ントの小さなBGAチップ、最大1GBの外部DRAMに
対 応 し ま す 。 ス ペ ー ス を さ ら に 節 約 す る に は 、
256MBのDDR3 DRAMを搭載したマルチチップモジ
ュールとして指定することもできます。

高性能、低レイテンシ
SM768ソリューションをベースにしたドッキングステ
ーションは、高いグラフィックス性能と低プロセッサ
負荷、低消費電力を兼ね備えています。
 
当社が実装したCAT圧縮技術で、ホストコンピュー
ターのCPUは低オーバーヘッド処理を行い、高い圧
縮率を実現します（図2参照）。過度の「CPU負荷」
は既にご存知のように、ホストコンピューターのパ
フォーマンスに影響を与える可能性があり、ディス
プレイとは関係のないその他の機能の実装に遅延が
生じ、ユーザーは感じ取れる程度のラグを経験する
ことになります。
 

当 社 の C A T シ ス テ ム は 、 W i n d o w s 、 M a c O S 、
ChromeOS、Linuxベースのホストコンピューターと
Androidベースのスマートフォンで作動し、Intelお
よびNvidiaのグラフィックチップセットのハードウ
ェアアクセラレーション機能を利用しています。そ
れに反して、競合USBグラフィックプロセッサは、

ハードウェアアクセラレーションエンジンによる実
行に構成されていません。そのため、圧縮アルゴリ
ズムは、完全にソフトウェアで実行される必要があ
ります。
 
圧縮作業の多くをハードウェアアクセラレータに担
ってもらうことで、Silicon MotionのCATテクノロジ
ーはより高速に動作し、CPUでの負荷を抑えます。こ
れにより、SM768は非常に低いレイテンシを実現し、
ノートパソコンまたはタブレットのディスプレイで
コンテンツを見るのと同じくらい快適に楽しく外部
ディスプレイを利用できます。
 
SM768のCAT機能の効率性、低電力ARM Cortex-R5
コア、小さなグラフィックスおよびディスプレイエ
ンジンの組み合わせで、電力消費を抑えて動作速度
を向上しています。 高速動作により、フルHDフレー
ムに対して20ミリ秒未満の低レイテンシが実現され
ています。このレイテンシは、肉眼では検知できま
せん（図3参照）。

低電力性能の価値
この高速動作は低電力で実現されています。SM768
は、デュアルフルHDまたはシングル4Kディスプレイ
をホストデバイスにUSB 3.0接続でブリッジングする
際、2.0W未満の電力を消費します。この低電力消費
は非常に重要です。まず、ブリッジングシステムが、
外部電源なしで、USB電力から動作できるようにし
ます。
 
第二に、SM768の動作は、ヒートシンクなし実現で
き、OEMは非常にコンパクトな設計で実装できます。

高速実装を可能にするリファレンスデザイン
当社の、SM768ベースのUSBドッキングステーション
用ソリューションは、量産対応のリファレンスデザイ
ンとして入手可能です（図4参照）。最終製品設計の
ベースにこのリファレンスデザインを使用すると、ド
ッキングステーションメーカーは開発時間と市場投入
までの時間を短縮できます。Microsoft Windows、
Apple macOS、およびLinuxの各OSの現行バージョン
と互換性があり、AndroidおよびChromeOS環境用の
拡張機能が含まれています。
 
さらに、新しいInstantViewソフトウェアアプリケー
ションの追加により、SM768リファレンスデザイン
に基づいたドッキングステーションにより、ユーザ
ーはディスプレイドライバをインストールせずにす
ぐに任意のディスプレイに接続でき、ドッキングス
テーションに接続されているすべてのデバイスとプ
ラグアンドプレイが実現されます。

InstantViewアプリケーションで、ドッキングステー
ションのパフォーマンスを飛躍的に向上させ、ユー
ザーはマウス、キーボード、フラッシュドライブな
どのUSB周辺機器と簡単に接続できるようになりま
した。
 
他の形式のUSBドッキングまたはドングルよりも
SM768 SoCを利用する方が新しいドッキングステー
ションの価値が高くなります。
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このUSBドッキングステーションのアーキテクチャ
は、USBケーブルを介して接続するキーボードやマ
ウスなどのUSB周辺機器のユーザーに最適です。
 
しかし、このアーキテクチャには、通常USBインター
フェイスに対応していないコンポーネントが1つあり
ます。それがディスプレイです。また、これにより、
IT責任者がドッキングステーションを配置するする上
で最も厄介で時間のかかる問題が発生します。また、
ユーザーエクスペリエンスが損なわれます。多くの場
合、簡単なプラグアンドプレイ操作ではなく、ディス
プレイへの接続が管理者権限を必要とするコンピュー
ティング機能になります。これは通常、USB経由でデ
ィスプレイを使用する場合、ディスプレイを接続する
前に、ホストデバイスにディスプレイドライバをイン
ストールする必要があるためです。

不便なドライバのインストール
ユーザーがコンピュータにドライバをインストール
できる管理者権限を持っている場合でも、正しいド
ライバソフトウェアを識別し、ディスプレイを使用

図3：ネイティブのディスプレイ接続とサイドバイサイドで
テストでは、SM768のレイテンシが目に見えないことを示
しています。

図2：SMI CATは同業他社と比較して負荷を
40％～70％減少しています

CPU
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り、ITサポートスタッフによる補助の必要がなくな
ります。

完成されたオンチップドッキングステーション
SM768で高性能USBドッキングステーション用の高
性能なシングルチップソリューションを実現します。
通常、3.5mmオーディオジャックに使用する専用オ
ーディオチャネル用の統合I2Sインターフェイスを搭
載しています。SM768は、省スペースのドッキング
ステーション設計対応、19mm×19mmのフットプリ
ントの小さなBGAチップ、最大1GBの外部DRAMに
対 応 し ま す 。 ス ペ ー ス を さ ら に 節 約 す る に は 、
256MBのDDR3 DRAMを搭載したマルチチップモジ
ュールとして指定することもできます。

高性能、低レイテンシ
SM768ソリューションをベースにしたドッキングステ
ーションは、高いグラフィックス性能と低プロセッサ
負荷、低消費電力を兼ね備えています。
 
当社が実装したCAT圧縮技術で、ホストコンピュー
ターのCPUは低オーバーヘッド処理を行い、高い圧
縮率を実現します（図2参照）。過度の「CPU負荷」
は既にご存知のように、ホストコンピューターのパ
フォーマンスに影響を与える可能性があり、ディス
プレイとは関係のないその他の機能の実装に遅延が
生じ、ユーザーは感じ取れる程度のラグを経験する
ことになります。
 

当 社 の C A T シ ス テ ム は 、 W i n d o w s 、 M a c O S 、
ChromeOS、Linuxベースのホストコンピューターと
Androidベースのスマートフォンで作動し、Intelお
よびNvidiaのグラフィックチップセットのハードウ
ェアアクセラレーション機能を利用しています。そ
れに反して、競合USBグラフィックプロセッサは、

ハードウェアアクセラレーションエンジンによる実
行に構成されていません。そのため、圧縮アルゴリ
ズムは、完全にソフトウェアで実行される必要があ
ります。
 
圧縮作業の多くをハードウェアアクセラレータに担
ってもらうことで、Silicon MotionのCATテクノロジ
ーはより高速に動作し、CPUでの負荷を抑えます。こ
れにより、SM768は非常に低いレイテンシを実現し、
ノートパソコンまたはタブレットのディスプレイで
コンテンツを見るのと同じくらい快適に楽しく外部
ディスプレイを利用できます。
 
SM768のCAT機能の効率性、低電力ARM Cortex-R5
コア、小さなグラフィックスおよびディスプレイエ
ンジンの組み合わせで、電力消費を抑えて動作速度
を向上しています。 高速動作により、フルHDフレー
ムに対して20ミリ秒未満の低レイテンシが実現され
ています。このレイテンシは、肉眼では検知できま
せん（図3参照）。

低電力性能の価値
この高速動作は低電力で実現されています。SM768
は、デュアルフルHDまたはシングル4Kディスプレイ
をホストデバイスにUSB 3.0接続でブリッジングする
際、2.0W未満の電力を消費します。この低電力消費
は非常に重要です。まず、ブリッジングシステムが、
外部電源なしで、USB電力から動作できるようにし
ます。
 
第二に、SM768の動作は、ヒートシンクなし実現で
き、OEMは非常にコンパクトな設計で実装できます。

高速実装を可能にするリファレンスデザイン
当社の、SM768ベースのUSBドッキングステーション
用ソリューションは、量産対応のリファレンスデザイ
ンとして入手可能です（図4参照）。最終製品設計の
ベースにこのリファレンスデザインを使用すると、ド
ッキングステーションメーカーは開発時間と市場投入
までの時間を短縮できます。Microsoft Windows、
Apple macOS、およびLinuxの各OSの現行バージョン
と互換性があり、AndroidおよびChromeOS環境用の
拡張機能が含まれています。
 
さらに、新しいInstantViewソフトウェアアプリケー
ションの追加により、SM768リファレンスデザイン
に基づいたドッキングステーションにより、ユーザ
ーはディスプレイドライバをインストールせずにす
ぐに任意のディスプレイに接続でき、ドッキングス
テーションに接続されているすべてのデバイスとプ
ラグアンドプレイが実現されます。

InstantViewアプリケーションで、ドッキングステー
ションのパフォーマンスを飛躍的に向上させ、ユー
ザーはマウス、キーボード、フラッシュドライブな
どのUSB周辺機器と簡単に接続できるようになりま
した。
 
他の形式のUSBドッキングまたはドングルよりも
SM768 SoCを利用する方が新しいドッキングステー
ションの価値が高くなります。
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このUSBドッキングステーションのアーキテクチャ
は、USBケーブルを介して接続するキーボードやマ
ウスなどのUSB周辺機器のユーザーに最適です。
 
しかし、このアーキテクチャには、通常USBインター
フェイスに対応していないコンポーネントが1つあり
ます。それがディスプレイです。また、これにより、
IT責任者がドッキングステーションを配置するする上
で最も厄介で時間のかかる問題が発生します。また、
ユーザーエクスペリエンスが損なわれます。多くの場
合、簡単なプラグアンドプレイ操作ではなく、ディス
プレイへの接続が管理者権限を必要とするコンピュー
ティング機能になります。これは通常、USB経由でデ
ィスプレイを使用する場合、ディスプレイを接続する
前に、ホストデバイスにディスプレイドライバをイン
ストールする必要があるためです。

不便なドライバのインストール
ユーザーがコンピュータにドライバをインストール
できる管理者権限を持っている場合でも、正しいド
ライバソフトウェアを識別し、ディスプレイを使用

図4：当社が開発したSM768 SoCベースのUSBド
ッキングステーション用のリファレンスデザイン
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